
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
【網走市立白鳥台小学校】 

 
 
 
【北見市立西小学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 

     端末を活用した児童の考えを共有する活動 

      毎日、児童全員が端末に触れる活動 

 

  

取組事例
１  学校全体の取組 

各教科の取組 

課題及び発問を共有する  児童の考えの変容を見取る  

＜活用方法＞ 

・教員は、クラスルームのコメント機能を活用して、

課題や発問を発信する。  

・児童は、各発問に応じて、自分の考えをコメント機

能を活用して発信する。  

＜活用の効果＞ 

・端末をとおすことで、全ての児童が自分の考えを発

信し、全体で共有することができる。  

・児童から発信された複数の考えから、各児童の考え

の変容を見取ることができる。  

 

＜活用方法＞ 

・児童自身が、フォームで作成したシートに氏名を入力し、出席

番号及び健康状態を選択肢から選ぶ。  

・学級担任及び養護教諭は、児童の回答状況を確認する。  

＜活用の効果＞ 

・児童が、端末を身近な道具として、抵抗感なく活用することが

できる。  

・児童全員の回答が自動で集計されるため、全児童の健康状態に

ついて、即時に把握することができる。  
入力直後に全員の状

況を把握する  

低学年はタッチパ

ネルで入力する  

     生徒個々の状況に応じた学習支援 

 
 
 

【北見市立南中学校】 
 

 
 
 

学校外の取組 

＜活用方法＞ 

・教室内に設置した端末と家庭内の貸し出し用端末をつなぐ。  

・教員は、ロイロノートの共同編集機能を活用して、生徒とクラウド上

で課題を共有する。  

・教員は、ロイロノートのコメント機能を活用して、生徒が提出した課

題等へのフィードバックを行う。  

＜活用の効果＞ 

・生徒の学習機会を確実に確保できる。  

・生徒の健康面及び学習面の状況を把握できる。  

○ オホーツク教育局義務教育指導班Ｗｅｂページへのリンク 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/okh/gimuhan/gimukyouikusidouhann.htm 
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適応指導教室に通っている生徒や病気等により継続して登校することができない生徒に対して、ロ
イロノートを活用して、学習課題に取り組ませ、必要に応じて学習支援を行っている。 

取組事例
３  

 授業において、クラスルームのコメント機能を活用して、全ての児童が自分の考えや思いを発信し
たり、全体で共有したりすることができるようにしている。 

取組事例
２  

 児童全員が、フォームを活用して、毎朝の健康観察を実施するなど、授業以外における端末の日常
的な活用を、学年の実態に応じて段階的に促している。 

クラウド上で、課題を共有する  


